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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第82期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第83期
第１四半期連結
累計(会計)期間

第82期

会計期間
自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日

自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日

自　平成20年４月１日
至　平成21年３月31日

売上高（千円） 2,007,180 1,925,407 7,082,283

経常利益（千円） 50,140 155,630 69,402

四半期純利益又は当期純損失

（△）（千円）
25,417 78,411 △226,724

純資産額（千円） 2,104,726 1,947,580 1,753,305

総資産額（千円） 9,588,908 9,385,415 8,659,831

１株当たり純資産額（円） 207.82 194.91 176.54

１株当たり四半期純利益又は当期

純損失（△）金額（円）
2.39 7.50 △21.55

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 23.0 21.7 21.3

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△155,911 267,864 215,374

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△43,431 △440,500 △155,424

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
318,197 153,509 30,083

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
865,813 817,865 836,992

従業員数（人） 206 207 206

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　　　　２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

　　　　３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。
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２【事業の内容】

　 当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

　

　

　

３【関係会社の状況】

　当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

　

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

　 平成21年６月30日現在

従業員数（人） 207  

（注）従業員数は就業人員数であります。

　

(2）提出会社の状況

　 平成21年６月30日現在

従業員数（人） 138  

（注）従業員数は就業人員数であります。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1)生産実績

当第１四半期連結会計期間における生産実績を示すと、次のとおりであります。

（単位：千円）　　

区分
当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
　　至　平成21年６月30日）

前年同四半期比（％）

濾過助剤 908,344 △5.6

建材・充填剤 267,432 △3.5

その他 15,749 △36.1

合計 1,191,527 △5.8

　（注）１　金額は販売価格によります。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2)商品仕入実績

当第１四半期連結会計期間における商品仕入実績を示すと、次のとおりであります。

（単位：千円）　　

区分
当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
　　至　平成21年６月30日）

前年同四半期比（％）　

濾過助剤 210,524 0.9

化成品 517,587 △0.4

その他 84,537 △2.0

合計 812,649 △0.2

（注）１　金額は販売価格によります。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(3)販売実績

当第１四半期連結会計期間における販売実績を示すと、次のとおりであります。

（単位：千円）　　

区分
当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
　　至　平成21年６月30日）

前年同四半期比（％）　

濾過助剤 1,058,820 △5.2

建材・充填剤 265,861 △3.7

化成品 517,587 △0.4

その他 83,138 △12.4

合計 1,925,407 △4.1

（注）　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２【事業等のリスク】

　当第１四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

３【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

　

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中における将来に関する事項は当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社、以下

同様）が判断したものであります。

　

（１）業績の状況

　　当第１四半期連結会計期間における我が国経済は、昨年秋以降の世界的な金融危機の影響により、企業の設備投

　資抑制や雇用情勢の悪化が続くなど、景気の先行きは依然不透明です。

　　当業界におきましても、主要顧客である製造業における減産の影響などを受け、受注が低迷するなど、引き続き　　

　厳しい状況で推移しております。

　　このような経営環境の中、当社グループにおきましては、売上目標達成のため、珪藻土・パーライト製品の拡販　

　に努めると共に、販売管理費の削減を図り、利益の確保に努めました。その結果、売上高は19億25百万円（前年同

　期比4.1％減）となりました。

　　利益面におきましては、全社をあげたコストダウンに取組んだ結果、経常利益が１億55百万円（同210.4％増）

　となりました。また、貸倒引当金戻入額による特別利益６百万円を計上し、四半期純利益は78百万円（同208.5％

  増）となりました。　

　

　なお、事業の種類別セグメントが存在しておりませんので、製品別の業績を記載すると次のとおりであります。

　　

　①　濾過助剤　

　　　主力製品である濾過助剤につきましては、甘味料業界向け製品が堅調に推移しました。一方で化学工業向け製　　　　　

　　品及びごみ焼却場向け製品が前年同期の水準を下回りました。

　　　この結果、売上高は10億58百万円（同5.2％減）となりました。

　

　②　建材・充填剤　

　　　乾式工法建材向けパーライト製品が順調に推移しました。一方で湿式工法建材向け製品及びシリコーンゴムな　　　

　　どに使用される製品が前年同期の水準を下回りました。

　　　この結果、売上高は２億65百万円（同3.7％減）となりました。

　

　③　化成品　

　　　浄化槽用塩素剤が順調に推移しました。一方でプール用塩素剤が昨年同期の水準を下回りました。　　　

　　　この結果、売上高は５億17百万円（同0.4％減）となりました。

　

　④　その他製品等　

　　　珪藻土粒状品が堅調に推移すると共に、自動塩素供給機を納入しました。　　　

　　　この結果、売上高は83百万円（同12.4％減）となりました。

　

　　　所在地別の業績は、日本以外の国または地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため記載すべき事項は　　

　　ありません。
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（２）キャッシュ・フローの状況

　当第１四半期連結会計期間における連結ベースの現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前第１四半期連

結会計期間末に比べ47百万円減少し、817百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュフロー）

　営業活動の結果得られた資金は、前第１四半期連結会計期間に比べ423百万円増加し、267百万円となりました。

　これは、主に売上債権の減少額156百万円、税金等調整前四半期純利益の増加額108百万円、法人税等の支払額の減少

額48百万円、たな卸資産の減少額26百万円、仕入債務の増加額22百万円などがあったことによります。

（投資活動によるキャッシュフロー）　

　投資活動の結果使用した資金は、前第１四半期連結会計期間に比べ397百万円増加し、440百万円となりました。

　これは、主に有形固定資産の取得による支出の増加額308百万円、定期預金の預入による支出の増加額52百万円、定期

預金の払戻による収入の減少額41百万円などがあったことによります。

（財務活動によるキャッシュフロー）　

　財務活動の結果得られた資金は、前第１四半期連結会計期間に比べ164百万円減少し、153百万円となりました。

　これは、主に長期借入れによる収入の増加額150百万円に対し、短期借入金の純増加額の減少額217百万円、社債の償

還による支出の増加額90百万円などがあったことによります。

　

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

　　当第１四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

（４）研究開発活動

　　当第１四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発費は、総額14百万円であります。

　  なお、当第１四半期連結会計期間において、研究開発活動の重要な変更はありません。

　

　

　

　

　

　

EDINET提出書類

昭和化学工業株式会社(E01172)

四半期報告書

 6/23



第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第１四半期連結会計期間において、提出会社の岡山工場（岡山県真庭市，従業員数30名）は、平成21年５月

及び６月にその他（建設仮勘定）として原料の採掘予定地（305,351千円，133,869㎡）を新たに取得いたしまし

た。

　

(2）設備の新設、除却等の計画

　　当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末において計画中であった重要な設備の新設、除却等に

ついて、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画

はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 32,000,000

計 32,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成21年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年８月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 11,979,000 11,979,000

東京証券取引所

（市場第二部）

名古屋証券取引所

（市場第二部）

単元株式数

1,000株

計 11,979,000 11,979,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

　

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

 資本準備金
 増減額
（千円）

 資本準備金
 残高（千円）

平成21年４月１日～

平成21年６月30日
－　 11,979,000 　－ 598,950 　－ 527,529

（５）【大株主の状況】

大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しており

 ません。
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（６）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成21年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

　

①【発行済株式】　

　 平成21年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － 　－

議決権制限株式（自己株式等） － － 　－

議決権制限株式（その他） － － 　－

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　1,855,000 － 　－

完全議決権株式（その他） 普通株式　 10,065,000 10,065 　－

単元未満株式 普通株式　　　 59,000 － 　－

発行済株式総数 11,979,000 － －

総株主の議決権 －　 10,065 －

　（注）「単元未満株式」欄の普通株式には、当社保有の自己株式870株が含まれております。

　

　②【自己株式等】

　 平成21年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

昭和化学工業株式会社
東京都目黒区下目黒

２丁目23番18号
977,000 ―　 977,000 8.2

白山工業株式会社
東京都目黒区下目黒

２丁目23番18号
486,000 ―　 486,000 4.1

東興パーライト工業

株式会社

東京都目黒区下目黒

２丁目23番18号
392,000 ― 392,000 3.3

計 － 1,855,000 　― 1,855,000 15.5

　

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
４月

５月 ６月

最高(円) 225 310 231

最低(円) 220 220 220

　(注)　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第二部におけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年６月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表

規則に基づき、当第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）及び当第１四半期連結累

計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成してお

ります。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平

成20年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表並びに当第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21

年６月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、八重洲監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,227,956 ※3
 1,262,656

受取手形及び売掛金 2,265,239 1,986,465

商品及び製品 338,979 343,416

仕掛品 266,966 238,027

原材料及び貯蔵品 128,730 132,998

繰延税金資産 70,549 89,935

その他 82,303 67,966

貸倒引当金 △5,266 △4,850

流動資産合計 4,375,459 4,116,615

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※1
 1,039,036

※1, ※3
 1,050,095

機械装置及び運搬具（純額） ※1
 471,410

※1
 471,792

土地及び原料用地（純額） ※1
 842,120

※1, ※3
 839,958

その他（純額） ※1
 471,486

※1
 166,110

有形固定資産合計 2,824,053 2,527,957

無形固定資産

のれん ※4
 71,027

※4
 79,053

その他 19,335 20,371

無形固定資産合計 90,362 99,425

投資その他の資産

投資有価証券 1,102,534 ※3
 848,652

長期貸付金 119,034 119,340

繰延税金資産 323,987 458,046

その他 732,116 678,220

貸倒引当金 △182,133 △188,426

投資その他の資産合計 2,095,539 1,915,833

固定資産合計 5,009,955 4,543,216

資産合計 9,385,415 8,659,831
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 919,646 661,068

短期借入金 3,296,520 ※3
 2,916,750

1年内償還予定の社債 268,000 486,000

未払法人税等 17,978 18,675

賞与引当金 19,019 42,084

その他 371,030 254,224

流動負債合計 4,892,193 4,378,803

固定負債

社債 885,000 945,000

長期借入金 485,800 ※3
 383,400

退職給付引当金 661,114 673,757

役員退職慰労引当金 381,899 380,874

繰延税金負債 11,186 13,147

その他 120,640 131,544

固定負債合計 2,545,640 2,527,723

負債合計 7,437,834 6,906,526

純資産の部

株主資本

資本金 598,950 598,950

資本剰余金 621,930 621,930

利益剰余金 1,119,174 1,091,378

自己株式 △461,318 ※3
 △461,273

株主資本合計 1,878,736 1,850,985

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 157,962 △6,261

評価・換算差額等合計 157,962 △6,261

少数株主持分 △89,118 ※3
 △91,419

純資産合計 1,947,580 1,753,305

負債純資産合計 9,385,415 8,659,831
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

売上高 2,007,180 1,925,407

売上原価 1,400,553 1,277,630

売上総利益 606,626 647,777

販売費及び一般管理費 ※1
 554,065

※1
 490,112

営業利益 52,560 157,664

営業外収益

受取利息及び配当金 10,850 10,257

固定資産賃貸料 － 12,384

その他 18,602 6,836

営業外収益合計 29,452 29,477

営業外費用

支払利息 25,067 22,023

その他 6,805 9,489

営業外費用合計 31,872 31,512

経常利益 50,140 155,630

特別利益

受取保険金 7,613 －

貸倒引当金戻入額 － 6,293

特別利益合計 7,613 6,293

特別損失

貸倒引当金繰入額 3,280 －

その他 740 －

特別損失合計 4,020 －

税金等調整前四半期純利益 53,733 161,923

法人税、住民税及び事業税 11,614 19,297

法人税等調整額 13,010 61,499

法人税等合計 24,625 80,797

少数株主利益 3,690 2,714

四半期純利益 25,417 78,411
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 53,733 161,923

減価償却費 56,475 53,654

のれん償却額 8,026 8,026

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1,795 △5,877

賞与引当金の増減額（△は減少） △23,207 △23,064

退職給付引当金の増減額（△は減少） △279 △12,642

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △303 1,024

受取利息及び受取配当金 △10,850 △10,257

支払利息 25,067 22,023

売上債権の増減額（△は増加） △435,367 △278,773

たな卸資産の増減額（△は増加） △47,122 △20,234

仕入債務の増減額（△は減少） 274,206 296,303

その他 33,145 112,203

小計 △64,679 304,308

利息及び配当金の受取額 9,795 10,984

利息の支払額 △29,676 △24,971

法人税等の支払額 △71,351 △22,456

営業活動によるキャッシュ・フロー △155,911 267,864

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △148,000 △200,502

定期預金の払戻による収入 192,757 151,074

有形固定資産の取得による支出 △76,148 △385,059

その他 △12,040 △6,014

投資活動によるキャッシュ・フロー △43,431 △440,500

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 570,000 352,100

長期借入れによる収入 50,000 200,000

長期借入金の返済による支出 △62,230 △69,930

社債の償還による支出 △188,000 △278,000

自己株式の取得による支出 △122 △45

配当金の支払額 △51,450 △50,615

財務活動によるキャッシュ・フロー 318,197 153,509

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 118,854 △19,126

現金及び現金同等物の期首残高 746,959 836,992

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 865,813

※1
 817,865
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

　 　該当事項はありません。

 

【表示方法の変更】

　
当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

　 　該当事項はありません。

 

【簡便な会計処理】

　
当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

　　固定資産の減価償却の算定方法 　定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の

額を期間按分して算定する方法によっております。

 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　
当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

　 　該当事項はありません。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第１四半期連結会計期間末
（平成21年６月30日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

　※１　有形固定資産の減価償却累計額は、4,660,298千

　　　円であります。

　

　　２　受取手形割引高

　　　　　　　　　　　　　　　　　　    89,001千円

　

　 　３　担保資産

　 

担保に供されている資産で、企業集団の事業の運

営において重要なものであり、かつ、前連結会計年

度の末日に比べて著しい変動が認められるものは

ありません。

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

　 ※４　のれん及び負ののれんの表示

のれん及び負ののれんは、相殺表示しておりま

す。相殺前の金額は次のとおりであります。

のれん 95,751千円

負ののれん 24,724千円

差引 71,027千円

　※１　有形固定資産の減価償却累計額は、4,607,680千

　　　円であります。　

　

　　２　受取手形割引高

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 95,368千円

　

  ※３　担保資産

　　　(1)担保差入資産等　

預金 164,000千円

建物 202,266千円

土地 274,949千円

投資有価証券 56,092千円

連結子会社の所有する親会社株

式
236,856千円

計 934,165千円
　

　　　(2)債務の内容

短期借入金 180,000千円

長期借入金※ 365,350千円

計 545,350千円

　

※長期借入金には、１年以内返済予定の長期借入

金を含んでおります。

　

　 ※４　のれん及び負ののれんの表示　

のれん及び負ののれんは、相殺表示しておりま

す。相殺前の金額は次のとおりであります。

のれん 107,034千円

負ののれん 27,981千円

差引 79,053千円
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（四半期連結損益計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

　※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

　　　は次のとおりであります。

発送費 180,422千円

貸倒引当金繰

入額

2,217千円

賞与引当金繰

入額

2,001千円

退職給付費用 9,073千円

役員退職慰労

引当金繰入額
867千円

減価償却費 5,705千円

のれん償却額 8,026千円

　

　※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

　　　は次のとおりであります。

発送費 151,939千円

貸倒引当金繰

入額

407千円

賞与引当金繰

入額

1,358千円

退職給付費用 6,215千円

役員退職慰労

引当金繰入額
1,074千円

減価償却費 4,690千円

のれん償却額 8,026千円

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

※１　　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

　　　貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係　

　　　　　　　　　　　　　　（平成20年６月30日現在）

　

　　現金及び預金勘定 1,253,864

　　預入期間が３か月を超える定期預

金
△388,051

　　現金及び現金同等物 865,813

　

※１　　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

　　　貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係　

　　　　　　　　　　　　　　（平成21年６月30日現在）

　

　　現金及び預金勘定 1,227,956

　　預入期間が３か月を超える定期預

金
△410,091

　　現金及び現金同等物 817,865
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（株主資本等関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成21年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　

平成21年６月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　11,979,000株

　

　

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　 1,529,699株

　

　

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。　

　

　

４．配当に関する事項

（決議）
株式の種類

配当金の総額
（千円）

配当の原資
１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日

平成21年６月26日

定時株主総会
普通株式 55,005 利益剰余金 5 平成21年3月31日 平成21年6月29日

５．株主資本の金額の著しい移動

　　該当事項はありません。　
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

　前第１四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年６月30日）　

　珪藻土・パーライト事業セグメント単一ですので、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。

　

　当第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年６月30日）　

　珪藻土・パーライト事業セグメント単一ですので、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。

　

【所在地別セグメント情報】

　前第１四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年６月30日）　

　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。　

　当第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年６月30日）　

　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。　

【海外売上高】

　前第１四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年６月30日）

　海外売上高が連結売上高の10％未満であるため、記載を省略しております。

　当第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年６月30日）

　海外売上高が連結売上高の10％未満であるため、記載を省略しております。

（有価証券関係）

　当第１四半期連結会計期間末（平成21年６月30日）

　　有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動があ

　りません。　

　

（デリバティブ取引関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成21年６月30日）

　デリバティブ取引の四半期連結会計期間末の契約等は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動がありませ

ん。

　

　

（ストック・オプション等関係）

当第１四半期連結会計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
（平成21年６月30日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

１株当たり純資産額 194.91円 １株当たり純資産額 176.54円

２．１株当たり四半期純利益金額等

前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 2.39円

　 なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

１株当たり四半期純利益金額 7.50円

　 なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

四半期純利益（千円） 25,417 78,411

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 25,417 78,411

期中平均株式数（千株） 10,616 10,449

（重要な後発事象）

当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

　該当事項はありません。

　

　

　

　

（リース取引関係）

　リース取引開始日が平成20年３月31日以前の所有権移転外ファイナンス・リース取引について引き続き通常の賃

貸借取引に係る方法に準じて会計処理を行っており、当第１四半期連結会計期間末において、当該取引残高は、前連

結会計年度の末日と比較して著しい変動はありません。

　

　

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　   該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成２０年８月１４日

昭和化学工業株式会社

取締役会　御中

　八重洲監査法人

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 原田　清　　　印

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 原田　一雄　　印

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 久具　壽男　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている昭和化学工業株式会

社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成

20年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結

キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査

法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、昭和化学工業株式会社及び連結子会社の平成20年６月30日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）　１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半

　　　　　　期報告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成２１年８月１１日

昭和化学工業株式会社

取締役会　御中

　八重洲監査法人

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 原田　一雄　　印

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 久具　壽男　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている昭和化学工業株式会

社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第1四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成

21年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期

レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財

務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、昭和化学工業株式会社及び連結子会社の平成21年６月30日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）　１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半

　　　　　　期報告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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